
令和 ７年度   京都大学化学研究所 スーパーコンピュータシステム 利用報告書 
 

真菌群集の多重安定性 
Multistability of fungal communities 

 
京都大学 生命科学研究科 統合生命科学専攻    野口 幹仁 

 
研究成果概要 
本研究では、京都大学化学研究所スーパーコンピュータシステムを利用し、森林生態系にお

ける植物根共生真菌・細菌群集が従う安定性地形を統計的に推定した。さらに、本解析手法

を応用することで、これらの微生物群集全体に大きな影響を及ぼす可能性のあるキーストーン

微生物を探索する新規手法を開発した。 
具体的には、まず generalized Lotka–Volterra モデルを用いた群集動態シミュレー

ションによる検証を行い、各構成種が群集動態に与える影響の大きさと、本手法により算出さ

れる指標との間に有意な相関が認められることを確認した。さらに、長野県菅平高原において

採取した植物根の真菌・細菌群集データに本手法を適用した結果、内生菌や特定の未培養

細菌など、これまで十分に注目されてこなかった微生物群が植物根においてキーストーンとし

て機能している可能性が示唆された。 
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